
　

羽
生
市
で
は
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
農
業
の
あ
り
方
を
見
据
え
た
農
業
振
興

を
推
進
し
、
交
流
人
口
や
、
雇
用
機
会
の
創

出
、
担
い
手
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
た
め

「
羽
生
市
観
光
農
園
等
基
本
構
想
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
農
業
団
地
「
羽
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
」
は
同
構

想
を
具
現
化
し
た
も
の
で
す
。

　
事
業
内
容
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計
画
地
の
水
田
を
畑
地
化
し
た

う
え
で
貸
し
出
す
。
観
光
農
園

に
加
え
、
高
収
益
作
物
の
栽
培

や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
な
ど
、

幅
広
い
次
世
代
型
農
業
の
誘
致

を
目
指
す
。
市
内
外
の
企
業
や

団
体
の
参
入
な
ど
を
通
じ
、
農

地
の
保
全
や
活
用
に
つ
な
げ
る
。

２ 　
 

参
入
す
る
企
業
・
団
体
は
、
公

的
機
関
で
あ
る
農
地
中
間
管
理
機
構
を

通
す
。
地
権
者
と
民
間
事
業
者
の
賃
貸

借
契
約
に
よ
る
、
民
間
主
体
を
前
提
と

し
て
い
る
。
土
地
の
売
買
は
し
な
い
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
、
市
内
他
地
域
で
の

横
展
開
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

吉
川
市
は
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
農
地
の

保
全
や
活
用
が
農
業
政
策
の
重
要
な
課
題

で
す
。

　
今
後
、
次
世
代
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
持

続
可
能
な
産
業
と
し
て
独
自
の
都
市
近
郊

農
業
を
確
立
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
高

齢
者
・
障
が
い
者
等
の
雇
用
機
会
の
創
出
、

担
い
手
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
拠
点
形
成
の
今
後
の
方
向

性
や
基
本
方
針
等
を
定
め
た
「
吉
川
市
農
業

パ
ー
ク
基
本
構
想
」
が
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
吉
川
市
の
今
後
の
農
業
施
策
の
充
実
の

た
め
の
先
進
事
例
と
し
て
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

◆
建
設
生
活
常
任
委
員
会
◆

　　
日　
程　
令
和
４
年
10
月
28
日

　
視
察
先　
埼
玉
県
羽
生
市

　
　
　
　
　

 
羽
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー

ム

　
当
市
に
お
け
る
新
た
な
農
業
振
興
の

参
考
と
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
が
主

体
と
な
っ
た
農
業
交
流
拠
点
が
あ
る
埼

玉
県
羽
生
市
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

生
徒
の
約
25
％
が
、

在
籍
し
て
い
る
小
中

学
校
に
復
帰
し
、
高

校
進
学
ま
で
を
学
校

復
帰
と
考
え
る
と
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
学
校

に
復
帰
し
て
い
る
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
不
登
校
の

児
童
生
徒
の
割
合
は

増
え
て
お
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化

な
ど
も
あ
る
た
め
、

地
域
の
関
わ
り
の
低

下
が
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　　　常任委員会で　常任委員会で
行政視察を行政視察を  行いました行いました

現地で説明を受ける委員

現地で説明を受ける委員

世帯数
　24,080世帯
人　口
　53,968人
面　積
　58.64㎢
（令和４年12月１日現在）
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世帯数
　12,762世帯
人　口
　29,136人
面　積
　70.87㎢
（令和４年12月１日現在）

福島県 栃木県 埼玉県
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